
• 児童⽣徒の成⻑段階に応
じた学年コモンズと教科
のまとまり STEAM コモン
ズをつくり、ラーニングコ
モンズ「まなびの環」（回
遊動線）でつなぎます。
• 各学年の活動や教科の
展⽰掲⽰が⾒えるつくり
で、9 年を通して興味を
喚起する学び舎とします。
•２⽅向の避難経路を担保
する安全な動線です。

• みんなが⼀緒に登下校、
活動できる広々としたプラ
ザから、ピロティ、中庭を
視覚的につなぎ「みんな
の広場」としてつくります。

• 安全な登下校、地域活動、⾒
守り、災害時にみんなを受け
⽌めるオープンスペースです。
• 屋根がある空間で⾬の⽇も
⾵の⽇も暑い⽇もみんなを
守ってくれるピロティを整備
します。

• 時代に応じて様々なもの
を収め、使い継がれてき
た可変性の⾼い⾜袋蔵に
ならい、学び、⽣活、地
域活動を受け⽌める「くら
の⾻格」をつくります。
• 中庭を囲むわかりやすい配
置、転⽤のしやすい整形で
柱間の広い平⾯、ブロック
ごとに区切って使える構成
で、社会や環境の変化にし
なやかに対応します。

広く四⽅に開けた敷地特性を活かし、9年間を通じて
⾃分のまちを感じながら成⻑できる学び舎
• 敷地は四⽅が開けており、
北側には、⾚城⼭、⾜尾
⼭地、南⻄には富⼠⼭、
東はさきたま古墳群が望め
ます。各コモンズから、⽅
位に応じてそれらの⾵景が
望めるよう計画します。
• 9 年間で⾒える⾵景が変
わり、⾃分のまちの⾵景と
共に成⻑が感じられる配
置とします。

⾜袋蔵に学び北⾵に配慮した開⼝部や壁材の選定
• 北⾵が厳しい敷地に対して、⾜袋
蔵のつくりを踏襲し、開⼝部の適正
化や仕上げ材の検討を⾏います。
•グラウンドやプラザへの北⾵は、
校舎が⾵を受け⽌め、みんなを
⾵からまもります。

コンパクトな校舎でボリュームを分節し圧迫感を軽減
• 各コモンズごとにボリュームを分節し、圧迫感を感じさせない
つくりと、外観からも、９年間の学びを感じられる構成とします。
• 体育館の屋根形状は遠くからでも認識できる形状と、圧
迫感を抑えた形として、屋根⾯積を⼩さくしコスト低減で
きる形状とします。
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みんなの広場・まなびの環・くらの⾻格が⽀える新しい学び舎

「みんなの広場」 「くらの⾻格」

めぐり・つながり・ひらかれた学び舎めぐり・つながり・ひらかれた学び舎めぐり・つながり・ひらかれた学び舎
【技術提案書】テーマ ①：新しい学校を整備する上での考え【技術提案書】テーマ ①：新しい学校を整備する上での考え

テーマ①-1 義務教育学校としての特徴や新しい時代に求められる学校像

⇒テーマ② ⇒テーマ③④「まなびの環」 ⇒テーマ③

テーマ①-2 景観への配慮
⾏⽥の⾵⼟に学び、⾵景とともに成⻑する学び舎

3/63/6

異学年交流スペース
（階段教室 2〜3F）
異学年交流スペース
（階段教室 2〜3F）

中庭中庭

メディアメディア

理科テラス理科テラス
学年ギャラリー学年ギャラリー

学年ギャラリー（３F）学年ギャラリー（３F）

特別⽀援
ギャラリー（３F）

特別⽀援
ギャラリー（３F）

⾷育
ギャラリー（2F）

⾷育
ギャラリー（2F）

様 な々コモンズをつなぐ「まなびの環」と、学校の中⼼にある課題解決型学習空間と異学年交流スペース様 な々コモンズをつなぐ「まなびの環」と、学校の中⼼にある課題解決型学習空間と異学年交流スペース

集会室
（1F）
集会室
（1F）

分析検証・情報収集分析検証・情報収集
展⽰展⽰

発表発表 課題設定課題設定

分析検証分析検証

課題設定課題設定

スポーツゾーンの夜間開放時イメージスポーツゾーンの夜間開放時イメージ

建物からこぼれる柔らかな光によって安⼼感のある景観を
つくり、地域を象徴するランドマークとなる学校を⽬指します
建物からこぼれる柔らかな光によって安⼼感のある景観を
つくり、地域を象徴するランドマークとなる学校を⽬指します

各コモンズからの⾵景各コモンズからの⾵景 ⾜袋蔵のつくりを踏襲⾜袋蔵のつくりを踏襲

⾃ら学び、みんなで育てるコモンズ ⾃ら学び、みんなで育てるコモンズ
図書室・集会室・異学年交流を⼀体的につなぎ、学びと活動がめ
ぐる「まなびの環」をつくります。STEAM コモンズは、まなびの環
と連携し、課題設定・情報収集・分析検証・発表展⽰へと学びを
展開する場です。活動や成果が⽇常的に⾒えることで、⼦どもた
ちが⾃ら学びに関わり、互いに刺激し合う環境を⽣み出します。 

図書室・集会室・異学年交流を⼀体的につなぎ、学びと活動がめ
ぐる「まなびの環」をつくります。STEAM コモンズは、まなびの環
と連携し、課題設定・情報収集・分析検証・発表展⽰へと学びを
展開する場です。活動や成果が⽇常的に⾒えることで、⼦どもた
ちが⾃ら学びに関わり、互いに刺激し合う環境を⽣み出します。 

⼦どもたちが⽣き⽣きと学ぶ姿そのものが学校らしい景観をつくります。⼦どもたちが⽣き⽣きと学ぶ姿そのものが学校らしい景観をつくります。

⻄⽇対策⽤
⽇射遮蔽ルーバー
⻄⽇対策⽤
⽇射遮蔽ルーバー ⽇射遮蔽庇⽇射遮蔽庇 校舎を分節し

圧迫感を軽減
校舎を分節し
圧迫感を軽減

プラザプラザ

教育⽂化センター
「みらい」

教育⽂化センター
「みらい」 サブアリーナサブアリーナ

のびのびと遊べるグラウンドのびのびと遊べるグラウンド

職員室
学年コモンズ学年コモンズ 学年コモンズ学年コモンズ

屋根のある
バスロータリー

屋根のある
バスロータリー

多様な交流と安⼼できるつながり ⾃ら学ぶ⼒を育み、9年の成⻑をめぐる 変化に寄り添い続けるフレキシブルな構成



近隣住宅への配慮近隣住宅への配慮

⽔と緑のネットワークづくり⽔と緑のネットワークづくり

教育⽂化センター「みらい」との連携教育⽂化センター「みらい」との連携

明確な歩者分離明確な歩者分離

断⾯イメージ断⾯イメージ

視覚的につながる「みんなの広場」視覚的につながる「みんなの広場」

広いグラウンドとCO-FUN広いグラウンドとCO-FUN

安全で賑わいのあるまちの縁側・登校動線安全で賑わいのあるまちの縁側・登校動線

配置計画のイメージ配置計画のイメージ

教育⽂化センター「みらい」教育⽂化センター「みらい」

⾏⽥市⽴図書館⾏⽥市⽴図書館

忍城忍城

⽔城公園⽔城公園

⾜袋蔵⾜袋蔵

⾏⽥市駅⾏⽥市駅
利根川利根川

⾚城⼭⾚城⼭
⾜尾⼭地⾜尾⼭地

さきたま古墳群さきたま古墳群

古代蓮の⾥古代蓮の⾥

新忍川新忍川

県営下忍団地県営下忍団地

⽥んぼアート⽥んぼアート

武蔵⽔路武蔵⽔路

さきたま緑道さきたま緑道

⾏⽥市男⼥共同
参画推進センター
⾏⽥市男⼥共同

参画推進センター

みんなを受け⽌めるプラザのイメージみんなを受け⽌めるプラザのイメージ

メインアリーナメインアリーナ
サブアリーナサブアリーナ

グラウンドグラウンド教育⽂化センター
「みらい」

教育⽂化センター
「みらい」

ピロティピロティ

プラザプラザ

多⽬的室
（学童利⽤）

多⽬的室
（学童利⽤）

保健室保健室校⻑室校⻑室

須恵器をイメージ
したタイルやプランター

須恵器をイメージ
したタイルやプランター

⻄⽇を和らげる
縦ルーバー
⻄⽇を和らげる
縦ルーバー ⾼さを抑えた親しみ

の持てる校舎
⾼さを抑えた親しみ
の持てる校舎

⽇影と⾵、⼟埃の⾶散を軽減⽇影と⾵、⼟埃の⾶散を軽減

明確な歩者分離
• 基本計画で⽰された明確な歩⾞分離を⾏
います。
• ⾞両は⻄側の道路を使⽤し、徒歩や⾃転
⾞で登校する⼦どもたちは北側の正⾨を使
⽤します。
• 給⾷搬⼊は南側の給⾷センターに近い道
路から搬⼊し、登下校やバスの出⼊⼝と⼲
渉しない位置に計画します。

学校再編にあたり、ABC 各ブロック
の学校は、市内の特徴を捉えた学校
づくりを⽬指します。

⾏⽥市義務教育学校

教育⽂化センター「みらい」とつながるアプローチ
• 教育⽂化センター「みらい」の出⼊⼝と校舎の位置
を合わせ、北側からアプローチを作ります。
• 学校の⽣涯学習施設やアリーナを北側に配置し、連
携しやすい配置とします。図書館、公⺠館と新校舎
のアリーナ、地域コモンズが並びつながることで、⽣
涯学習の拠点としてより幅広く使⽤できる計画です。

緑のまち⾏⽥に溶け込み地域と
共に歩む学校
•さきたま古墳群を中⼼とした⾃然・
⽥園景観区域、⽔の軸に近く、⽥
園⾵景の広がる敷地において、⾃
然環境をつなぐ⽔と緑のネットワー
クを設けます。
• 敷地周囲に設けた歩道を敷地の間の
⼲渉帯とするなど現在の環境を活か
しまちに溶け込む学校を⽬指します。

近隣へ配慮し地域と共に歩む学校
• 近隣住宅から離隔を確保した配置
計画と南側の集合住宅との⾒合い
を避けた教室配置を⾏い、住環境
に配慮します。
•アリーナ、グラウンド、屋外活動ス
ペースから発⽣する⾳が住宅側へ直
接届きにくい配置とします。
• 近隣の⽥畑への光を遮らないよう配
慮します。校舎を北側に配置するこ
とで、グラウンドへ吹き降ろす⾵の
軽減を⾏います。
•グラウンドは⾶砂しにくい改良砂を
使⽤し、配慮します。また敷地周囲
には植栽を⾏い、視線の制御と⾶
砂対策を⾏います。

安全な遊びを育み楽しさを共有する「CO-FUN」
• 敷地東側には低学年グラウンド：CO-FUN を設けます。みんな
で楽しさを共有できる、遊具広場として活⽤します。運動スペース
とは別にゾーニングし、安全な遊び場を作ります。

体格差に配慮した広いグラウンド
•グラウンドは体格差に配慮した使い⽅ができる配置とします。
⾯積は基本構想より広く約21,000㎡とし、200ｍ/150ｍトラック、
100m/50m直線コース、野球場、サッカーコートを配置します。
• みんなの屋外交流空間としてプラザを約3,000㎡設けます。

登下校空間と街並みを豊かにつくる
• 校舎北側の⽔路に沿って遊歩道を整備します。東⻄
の⾨をつなぐ安全な登下校動線です。街路樹を植
栽し、⽣徒の憩いの空間を整備します。
• 創作テラスを特別教室、多⽬的室までつくり、屋外空
間も活動の場となります。縁側のように、まちに活動
の様⼦を発信することで、まちに活気が⽣まれます。

多様な交流と安⼼できる「みんなの広場」
• 歩者分離を徹底するとともに、プラザ↔ピ
ロティ↔中庭を視覚的につなぎ、「みんなの
広場」としてゆとりのある整備とします。
•プラザは、バスロータリー・保護者の送迎・
駐輪場からのアプローチを中央にまとめ、
より安全にみんなを受け⽌めます。みんな
と交流が図れる空間とします。
•プラザやピロティは北⾵の強⾵時にも安全
に通⾏できる軒下空間となります。多⽬的
運動スペースとして活⽤できます。
• 中庭は、安⼼安全な学び場・遊び場であり、
みんなの学びが⾒えることで、⼀体感を⽣
む学び舎となります。
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テーマ②-2 近隣住⺠への配慮事項
緑のまち⾏⽥に溶け込み地域と歩む学校

テーマ②-1 周辺施設との連携、周辺道路や敷地の状況をはじめ、登下校時における⼦どもたちの安全確保などを踏まえた、敷地内における動線計画
登下校動線の安全性とみんなが⼀緒に登下校できる「みんなの広場」

空が広く緑豊かな⾏⽥にふさわしい  すこやかにのびのび過ごせる環境づくり空が広く緑豊かな⾏⽥にふさわしい  すこやかにのびのび過ごせる環境づくり

⾒通しの良い歩道 プラザ
防災時の活⽤が可能

敷地の外周部に
歩道を設け、敷
地内に⾒通しの
良い安全な歩⾏
者動線をつくりま
す。災害時にも
全⽅位からアプ
ローチできます。

低学年のためのグラウンド
CO-FUN

【技術提案書】テーマ ②：敷地活⽤の考え【技術提案書】テーマ ②：敷地活⽤の考え

4/64/6

⾜尾⼭地⾜尾⼭地
さきたま
古墳群
さきたま
古墳群

富⼠⼭富⼠⼭

⾚城⼭⾚城⼭
秩⽗連⼭
⽐企⼭地
秩⽗連⼭
⽐企⼭地
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